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人口の将来展望 (1ノ3)

将来展望は、高・中・低位9パターンの推計を行い、戦略の方針に沿つて決定します

響来晨 :■の考え

方針決定のための将来展望の推計
市の方針を決定するため、1■来展望を純移動率 合計特殊出生率を高・中・低位で仮定し、9パターンを推計

人口置換水準(207)と仮定

(国の長期ビジヨンにおける2040年時の仮定値)

国の長期ビジョンにおける
2030年時の仮定値(180)と 同等と仮定

低     直近合計特殊出生率(114)が続くと仮定

総合戦略と整合した将来展望の決定

人口置換水準(207)と仮定

過年度データの最高値を採用

過年度データの最高値を採用

通年度データの最高値を採需

直近移動率がこのまま続くと仮定

直近移動車がこのまま続くと仮定

直近移動車がこのまま続くと仮定

移動率がゼロ(社会増減がゼロ)

過年度データの最高値を採用

直近移動率がこのまま続くと仮定
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66407      35393

総合戦略の基本目標や施策の方向性と仮定値(出生率 人口移動率)を整合し、市としての将来展望を決定する

人口の将来展望 (2′3)
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人口置換水準(207)と仮定

国の長期ビジョン2030年時(180)と 同0と仮定

直近合lt特殊出生率(114)が続くと仮定

人口置換水準(207)と仮定

国の長期ビジョン20∞年時(100)と同0と仮定

直近合3t特殊出生率(114)が続くと仮定

人口の減少抑制に向けて、出生率を向上させる時期の見極めが必要になる

総人rlの推移、l―f来展望(1955～ 2010画勢調査、201:‐ 2060市独自推計及び将来震聖
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人口の将来展望(3r3)
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2060年で人口の現状織持や10万人維持を目指すと、移動数増加が必要になる

総人日の推移、将来展望

m10年  20佑年  2020年  2鮮  知 年 獅 年  
…

 2044 20504 20m 20004


